
 

 

 

 

 サイバー攻撃を受けたら･･･ 

 生産停止する工場ですか？ 

  生産継続できる工場ですか？ 

 

 

工場の緊急時生産管理体制を共に考える！ 

「中小製造業向け体験型演習」 in 北九州 

   

令和５年 

３月８日(水) 

13:00～

17:00 

オンライン聴講者

募集！ 
（Webex Meeting） 

参加費 無料 

 

北九州市IoT実践研究会に参画する中小製造業

７社を中心にモデル演習として実施

し、その様子をオンライン配信します 

 

 

オンライン参加者からの質問や意見もOK！ 

中小製造業以外の方の参加も 

もちろんOK！ 

主催：九州大学サイバーセキュリティセンター、一般財団法人九州オープンイノベーションセンター、九州経済産業局 

共催：公益財団法人北九州産業学術推進機構 

サイバー 

セキュリティ

×BCP 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○申し込み方法 

下記フォームよりお申し込みください。入力できない場合はメールで、 

①企業・団体名、②所属部署、③役職、④氏名、⑤メールアドレスを 

九州経済産業局デジタル経済室（kyushu-iot@meti.go.jp ）までご連絡ください。 

URL：https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/kyusyu-johoseisaku/ttx1  

○申込締切：令和５年３月３日（金）１８：００ 

○詳細はこちら：https://www.kyushu.meti.go.jp/event/2302/230201_3.html   

 

○お問い合わせ先：経済産業省 九州経済産業局 デジタル経済室 担当：春口、横尾 

             TEL：092-482-5552 E-mail：kyushu-iot@meti.go.jp  

 

○個人情報取り扱いの方針 

ご提供いただいた個人情報は、事務局（九州大学サイバーセキュリティセンター、一般財団法人九州オープンイノベーションセンター、九州経済産業局、公益

財団法人北九州産業学術推進機構）が、本事業（中小製造業向け体験型演習）の運営においてのみ使用し、事務局においてその保護について万全を

期すとともに、ご本人の同意なしに事務局以外の第三者に開示、提供することはございません。オンライン形式（Webex Meeting）では、入室時に設定し

た登録名が画面に表示されます。個人情報保護の観点から、 「中小製造業向け体験型演習」当日は、公表可能な名称を設定してください。（ご参加いた

だくための入室用URLをお知らせする際にも、改めてご案内いたします）。 

警察へのランサムウェア

被害報告件数の52％

が中小企業、業種別で

は製造業が最多。 

不正アクセスといったサイバー攻撃が“引き金事象”となって工場が機能不

全に陥り、生産停止や保安事故などが起こると、製品の生産・出荷に支障

をきたし、取引先との関係のみならずサプライチェーン全体にも影響が出るこ

とが昨今強く懸念されています。 

とはいえ、日々攻撃の手口が巧妙化するなか、工場へのサイバー攻撃に

よる生産への影響を完全にゼロにすることはできませんが、自然災害による

被害と同様に、重要視すべきは“生産の継続（BCP）”ができるように備

えることです。 

今回実施する演習は、九州大学が社会人向け実践教育プログラムの一

つとして実施されていたプログラムを、“中小製造業向け”にアレンジし提供

する“全国初”の取組となります。 

 サイバー攻撃による生産設備等の機器障害発生時における対策本部 

活動、緊急生産管理体制等を予め検討し訓練を行い、影響を最小限に

するための課題・対応を共に考えませんか？ 
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